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研究所の共同研究者との事前協議の結果,カニ

クイザルにつき,追究師五月三郎師の調教技術を習

練中の村崎知雄の参加もえて,11月初旬より1月

下旬までざっと3カ月余,犬山に於いて調教を行

なった｡カニクイザル (クロづエ)の調教の重要

な節日について.研究所の岩本教授等と適時打ち

合わせをはかりつつ.筆記.写真.カメラ.八 ミ

リ映像等による記録化を進めた｡

11月初めより12月初めまではいわゆる 〝ナラ

シ〟の段階をとり,サルの対人関係より生じる精

神的不安.肉体的緊張を和らげ,解放することに

つとめた｡首輪をつけ.ならすこと10日.環境変

化による風邪をこじらせたが.体力をつけること

に凹迎する五月師伝承の食事法にて.全快｡ 1カ

月lli)は.主な日課は散歩｡調教師が体に触っても

恐れないように遊びにさそいつつ.徐々にならし

ていった｡

12月6日より.韮本芸.タチマワリ (二足歩

行)に移る｡瓜初.拍をにざらせて歩かせ.なれ

ると次に梓にきり替える｡10日間で歩くこと.立

つことに次掛 こなれてくる｡何を今しなければな

らないか,はっきりわかるようにまきかえし.く

りかえし訓練をくりかえした｡

少しでもうまくゆくと即座にはめる｡体をさす

り.休むことを3Ii祝｡同じ行動を連続させると飽

きてきて.注志の班巾が散漫になることに気をつ

ける｡新しい別のことに注志も向けながら.再び

二足歩行訓練に入った｡訓練に身が入るように合

図の明確な指示.タイミングを調盤すること.ヒ

ト.サル一体の心理の同位同質が行動様式の接待

に不可欠なことを考えると,この間の訓練が良 も

重要である｡サルをしかりつけたり.サルにかみ

つく.たたく.エサをやらないといった方法は一

切とらず.あくまで.サルとヒトの心理のゆくえ

行動の一致.納得のうえに.つまり関係樹立を原

動力にねはりづよく目標を追求する〝ヤワ仕行み〝

の詞教法で徹底してのぞんだ｡

20日間で.はばひとり歩きが可能となった｡し

かし,これではまだ括舞の基本 n立ちまわり,,は

完成していない｡精神的安定と歩行の安定.見歩

きはこの段階から更に2カ月余の毎日の訓練の末

接待される｡古人も言っているように.立ちまわ

りには少なくとも3カ月はかけなくてはならない｡

研究所関係者との事後協議によって.ひ春つづ

き58年度 も調教を続行継続し.ニホンザルの調教

による比較も含めた更に突っこんだ調査,記録化

を展開してゆきたい｡

課 題 14

ニホンザルにおける初期行動と母子相互作用の

時間構造

鳥 越 隆 士 (広大 ･政市)

ニホンザルは出生直後からいかにその環境に働

きかけ.その彫饗をうけるようになるのか｡次の

3点から検討した｡(I)姿勢や移動様式の トポグラ

フイの発達的変化,e)手指等にJ:る対象拙作の発

達的変化.(3)(1).C2)の生起contextとしての母子

関係や他個体との社会的関係の発達的変化｡

観察対象は脱山I)群 (雷長研第3放飼切)内で

1982年に山生した個体7頭 (オス3頭,メス4頭)

で.1日令から6カ月令までfocalanimalsamp1

1e法で行動観察を行なった｡

姿勢や移動様式の発達過程は3-4週令と2-

3カ月令で大きく3期間に分けることができた｡

各期間に出現.発達.安定化するトポグラフイは

節1期はwalk,6-pointsit,節2期はclimb,

.hang,4-pointsit,runであったO第3王g]fこは.こ

れらが複雑で多様なシークエンスとなり.特に

peerとのwrestleが頻ぽんに生じた｡手指等によ

る対象操作の発達も(1)の期間区分に対応していた｡

コザルはまず口により環境への働きかけを開始す

るが,第2期では.対象に対する口による接近か

ら手による接近に移行する｡対象を手でつかみ口

へ運ぶ.とりだして見る.地面や壁にこすりつけ

る.さらには.4-pointsitの出現 とともに両手

による対象操作が出現した｡節3期では.これら

の トポグラフイを基礎に複雑で多様なシークエン

スが形成された｡また多くの場合.peerとの相

互交渉のcontextの中で出現した｡母子相互作用
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は.コザルの迅動発達レベルとよく対応していた｡

その1例として.dorsalridingがあげられる｡

はば1カ月令までは.母ザルが立ち止まり腰をか

がめ.コザルがのはり.dorsalridingへ移行す

るが.2カ月令ごろには.母ザルは腰をおときず

立ち止まるのみ｡3カ月令をすぎると母ザルは特

別の行動を示さず.母ザルの妙行巾にコザルが腰

にとびのるようになった｡

霊長類における初期母子関係の種間比較

根 ケ山 光 一 (阪大 ･人間科学)

母子関係は.種の存続にとって必須な繁殖とい

う枠組みの中で展開される保護 ･依存から母子相

互独立への過程と考えることができる｡本研究は

そのような観点から.親和的および反発的母子相

互作用の柾間比較を行なおうとするものである｡

祝祭はマカクを巾J山こ.飼育下の10和にわたって

行なわれ.母子の分離過程と母子行動の特徴が対

応づけられた (マカクとしては.ボンネットザル,

バーバリーエイブ.カニクイザル.タイワンザル.

ヤクニホンザル,ニホンザルが観察された)｡そ

の結果.同じマカクの中でも.ボンネットザルに

おいてのみ母親から子への攻撃行動が観察されず.

反発的行動全般の生起も少いという特異性が認め

られた｡同時に.母子間のへだたりがある時期 (

固形食摂取の開始時期と閑迎するらしい)以降急

速に増大する傾向が示され,これらの諸研究は母

子関係のある柾の淡白さを衷わすものと考えられ

た｡他方.ボンネットザルと粒団偶成 ･舷の桐造

が近似していたタイワンザルでは.母子間のへだ

たりの増加が摂恒に進行すること.母親から子へ

の攻撃行動が多発すること,初期に母親が子の外

界志向行動を額繁に抑止することなど.ボンネッ

トザルとは顕著に舛なる傾向がみられ,母子間の

関与性がより大きいとtaわれた｡災団成員問の関

係を考えると.ボンネットザルの染田は高い投袋

性と親和性を基調としている一方.タイワンザル

の袋田は分散的であり,そういった社会的環境の

差が上記のような母子関係のあり方に反映してい

るとの解釈が可能と恩われた｡カニクイザルやヤ

クニホンザル.ニホンザルは概ねタイワンザルと

獄似の傾向がみられ.その点において系統関係の

相対的な近さが示唆された｡バーバリーエイブは

母親から子への攻撃行動がみられるなどの点では

タイワンザル的であるが.成体オス･子問の関り

が多いといった特殊性もみられた｡いずれにせよ

江村を今後さらに充実させることが要求される.

マカクサルにおける骨年令の推定法開先と若干

の応用

浜田 様 (京大 ･斑)

マカクの付格発適は.ヒトの発迅様式の光化を

考えるうえで.3E要な研死用材のひとつであり.

いくつかの視点 (例えは.冊化小心の出現や付%I

癒合の時期 ･ql序)で研究されてきた｡手根付に

関しては.山現を除くとその後の形憤変化は詐し

く分析されていない｡その理由は手根付がごく小

さく.その形懐を Jr形J,と J'大きさNに分けて定

見的に記述する方法として.プラニメーターによ

る両抗測定といったものしか適用されていないこ

とによると思われる｡

本研究では,月状骨と有頭骨に若目し,これらの

Ⅹ線写真像の輪郭をフーリエ分析に基づいて微

と 〝大きさ〝に分けて記述する方法を開発した｡

それは以下の6つの手順による (Ⅹ線写真はすで

に損彫されている)｡①Ⅹ緑写真上の像を5倍に

拡大投映し.輪郭をトレースする｡㊥輪郭の幾何

学的重心を決定し.それか中心とする極座標系を

設定する｡◎輪郭上の多数の点の位田を求める｡

④これらの座標肌より.収小二乗法でフーリエ級

数を計許する｡◎抜放ttり J'形因子,,とJ'大きさ,,

の値を求めるO◎形田子を組合する J'形桁数J,杏

求める｡

データの迅速かつ正確な収災.および計罪のた

めに.形態基礎部門に設田されているDigitizer

とコンピューターを使用し.それぞれの放作方法

を開発した｡

瓜彫と併わせて計測した休3Itと1]TJ胴Jl.手根付

の形闇.それぞれの発述様式を比較した｡手根骨

の形は出生後.急速に発達し2.5-3才で完成す

る｡一方.手根付の大きさは5-6年を要す｡休

訳と前胴長の完成はさらに遅れる｡手根骨の形の

完成W]が.手根骨の大きさ,体重.前胴長という

レベルを異にする身体サイズg)成長のスパート開

始と同時であることが示唆され.興味深い｡

今後の研究で詳細な発達様式の比較分析 (骨端

癒合も含めて)を行ないたい｡
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